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明
る
く
元
気
な
高
野
幼
稚
園

　

高
野
幼
稚
園
は
昭
和
57
年
４
月
、
棚

倉
第
四
幼
稚
園
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
町
内
で
唯
一
、
小
学
校
の
校
舎

の
一
部
を
園
舎
と
し
て
活
用
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
幼
稚
園
と
小
学
校
が
盛

ん
に
交
流
し
、
一
体
的
な
教
育
を
行
う

こ
と
で
高
野
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

多
い
時
に
は
３
ク
ラ
ス
61
人
の
園
児

が
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
園
児
の
減
少

に
よ
り
令
和
３
年
度
を
も
っ
て
棚
倉
幼

稚
園
と
統
合
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
７
人
の
園
児
が
通
っ
て
い
ま

す
。
高
野
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
は
と

に
か
く
明
る
く
元
気
。
お
休
み
す
る
こ

と
も
少
な
く
、
い
つ
も
７
人
一
緒
に
笑

顔
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
年
長
さ
ん
は
一
年
生
、
年

中
さ
ん
は
棚
倉
幼
稚
園
で
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
が
、
高
野
幼
稚
園
で

育
ん
だ
明
る
く
元
気
で
素
直
な
心
を

も
っ
て
健
や
か
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　

高
野
幼
稚
園
と
し
て
の
歴
史
は
幕
を

閉
じ
ま
す
が
、
地
域
の
方
々
と
作
っ
て

き
た
40
年
の
思
い
出
は
い
つ
ま
で
も
忘

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
一
歩

  

～
棚
倉
幼
稚
園
と
の
交
流
～

　

高
野
幼
稚
園
で
は
棚
倉
幼
稚
園
と
の

統
合
に
向
け
て
、
令
和
３
年
４
月
か
ら

計
８
回
の
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

は
じ
め
は
緊
張
し
て
い
た
高
野
幼
稚
園

の
園
児
も
、
運
動
会
・
発
表
会
の
練
習

見
学
、
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
、
自
由
遊

び
を
通
し
て
棚
倉
幼
稚
園
の
園
児
と

す
っ
か
り
仲
良
く
な
り
、
友
達
も
た
く

さ
ん
増
え
ま
し
た
。
棚
倉
幼
稚
園
で
も
、

友
達
と
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。

40年  ありがとう  高野幼稚園
特　集

「広報たなぐら」で振り返る高野幼稚園の歩み

高野幼稚園のできごと高野幼稚園のできごと

昭和57年　棚倉町立第四幼稚園開園
昭和58年　園歌発表、園旗披露式
昭和59年　幼年消防クラブ結成披露式
昭和63年　高野幼稚園に改称
　　　　　 １学級増え３学級となる
平成２年　 １学級減り２学級となる
平成12年　預かり保育開始
平成16年　園庭遊具移設、駐車場整備
平成25年　園舎耐震補強改修工事
平成30年　３年保育開始
　　　 　　�年少組１学級、年中・年長組

１学級（複式）となる。
令和３年 　�年少組１学級減り、年中・

年長組1学級（複式）となる
令和４年３月31日
　　　　 　高野幼稚園閉園
　　　　 　卒園者  合計623人

▲「棚倉第四幼稚園開園」昭和57年５月号

▲「幼年消防クラブ入団式」
　  昭和61年８月号

▲「豆まき」
　  平成６年３月号

▲「七夕まつり会」平成７年８月号

▲「茶道教室」
　  平成21年３月号

▲「入園式」
　  平成24年５月号

▲「ひなまつり会」平成８年４月号
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棚倉町学校教育経営改革プランの概要

　たなぐらキャリア教育ノート� Date　2022. ３. １　

棚倉町のキャリア教育の目標
夢をつなぎ　志を育み　よりよく生きようとする子どもの育成

棚倉町のキャリア教育の取り組みを紹介します

棚倉町が育てたい４つの力
◎人間関係形成・社会形成能力�◎自己理解・自己管理能力　
◎課題対応能力� ◎キャリアプランニング能力
他者や社会と関わり、目の前の課題を解決し、将来の夢や志の
達成に向けた教育を行っています。�出典：棚倉町学校教育経営改革プラン

棚倉町のキャリア教育のポイント
認めてほめる

「ほめポイント」

子どもたち一人一人の資質・
能力を「ほめポイント」とい
う形で具体化して、子どもの
「よさ」を認め、ほめ、育成す
る教育活動を行っています。

小学生の職業体験

「チャレキッズ」

毎年、町内の事業所のご協力に
より小学校５・６年生が職場体
験を行っています。この体験か
ら地域社会で働く人とふれあ
い、仕事について理解を深めて
います。

成長を振り返る

「キャリア・パスポート」

子どもたちの能力を育てるた
めには振り返って成長を確認
し、「よさ」を継続してほめる
ことが必要です。町では子ど
もたちの活動をキャリア・パ
スポートに記録し、資質・能
力の育成に活用しています。

保育園から高校まで

「つなぐ教育」

キャリア教育は能力を就学前か
ら高等教育機関まで、教育課程
をつないで育てることが必要で
す。町では「就学支援シート」
や「自分発見シート」などを活
用して切れ目のないキャリア教
育を実践しています。

■お問い合わせ　子ども教育課　☎３３－７８８１

◎これからのたなぐらのキャリア教育１・２・３

１　�現在の学習指導要領を踏まえ、キャリア教育の視点から「持続可能な地域社会の創り手の育成」
に重点を置き、新しい時代を生きる子どもたちを育成していきます。

２　�具体的には、
　　⑴町ぐるみでキャリア教育を推進しながら、地域に開かれた教育の実現を目指していきます。
　　⑵�キャリア・パスポートを最大限に活用し、教師や保護者、地域が対話的に関わることで子ど

もたちの肯定感を高めていきます。
　　⑶保幼小中高を通して社会的・職業的自立の基盤となる資質・能力の育成に努めていきます。
３　�授業では、キャリアカウンセリングの手法を取り入れ、対話的な関わりで資質・能力を育成し
ていきます。

 Word：キャリア教育　　　　　

一人一人の社会的・職業的自立

に向け、必要となる能力や態度

を育てることを通してキャリア

の発達を促す教育です。

棚倉町では「キャリア教育」が

新学習指導要領に示される以前

の平成25年度からスタートしま

した。

キャリア・パスポート

キャリア教育トピックス

棚 倉 小 学 校

令和３年度福島県教育・文化関係表彰特別功績者「優秀教職員団体」を受賞

ャ
リ
ア
教
育
の
町
、「
棚
倉
」
は
今
教
育
界
で

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
棚
倉
小
学
校
で
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
考
え
を
柱
に
「
な
り
た
い
自
分
に

な
る
た
め
に
学
び
続
け
、
未
来
を
創
造
す
る
児
童
の

育
成
」
を
学
校
経
営
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
学
校
経
営
を

進
め
て
い
ま
す
。
経
営
内
容
と
教
職
員
一
人
一
人
の

努
力
・
実
績
が
認
め
ら
れ
、
令
和
３
年
度
教
育
・
文

化
関
係
表
彰
特
別
功
績
者
「
優
秀
教
職
員
団
体
」
と

し
て
県
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

棚
倉
小
学
校
の
取
り
組
み

習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
独
自
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
視
点
で
、
児
童
の
資
質
・
能
力
を

伸
ば
す
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

１
　
教
育
課
程
の
構
想

　

社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
必
要
な
基
礎
的
・
汎
用

的
能
力
を
伸
ば
す
た
め
、
自
己
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を

向
上
さ
せ
、
学
力
向
上
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
教

育
課
程
を
構
想
し
ま
し
た
。

２
　
教
育
課
程
の
実
践

　

四
半
期
（
３
ヶ
月
）
を
実
践
の
単
位
と
し
な
が
ら
、

育
て
た
い
資
質
・
能
力
を
児
童
の
実
態
か
ら
教
師
が

「
ほ
め
ポ
イ
ン
ト
」
と
し

て
具
体
化
・
重
点
化
し
、

児
童
に
意
識
さ
せ
な
が

ら
、
教
育
活
動
全
体
で

認
知
・
称
賛
す
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

学
級
活
動
の
時
間
に

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト

を
活
用
す
る
こ
と
で
、

成
果
の
確
認
、
自
己
評

価
の
場
を
作
り
ま
し
た
。

▲
�

棚
倉
小
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

３
　
教
育
課
程
の
評
価

　

指
導
の
結
果
は
、
学
期
末
の
評
価
と
し
て
通
知
表

や
指
導
要
録
の
所
見
欄
に
記
入
し
、
そ
れ
を
保
護
者

と
共
有
し
次
の
指
導
に
活
か
し
た
こ
と
に
よ
り
、
５

つ
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

①�

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
、
児
童
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
平
成
30
年
と
令
和
２
年
で
比

較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
肯
定
的
に
評

価
し
た
児
童
の
割
合
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

②�

Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
（
※
）
で
は
、
満
足
群
の
児
童
の

割
合
が
増
加
し
、
高
い
数
値
（
全
国
平
均
を
大

き
く
上
回
る
）
で
安
定
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
　

�（
※
）
学
校
・
学
級
生
活
へ
の
不
適
応
、
不
登

校
、
い
じ
め
被
害
の
可
能
性
の
高
い
子
ど
も
を

早
期
発
見
で
き
る
心
理
テ
ス
ト
。

　

③�

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
令
和
元
年
度
と

令
和
２
年
度
を
比
較
す
る
と
、「
学
習
に
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
」、「
こ
ん
な
自
分
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
る
」
の
項
目
に
お
い
て
、
保

護
者
、
児
童
と
も
に
意
識
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

④�

令
和
２
年
度
標
準
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
、
国
語
、

算
数
と
も
に
、
４
つ
の
学
年
で
標
準
ス
コ
ア
を

上
回
り
ま
し
た
。

　

⑤�

令
和
３
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
、
平
均
正
答
率
で
国
語
、
算
数
と
も
に
全

国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

棚
倉
小
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
学
ぶ
意
義
を

考
え
る
こ
と
の
で
き
る
児
童
、
学
ぶ
意
欲
の
あ
る
児

童
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
が
「
な

り
た
い
自
分
に
な
る
た
め
に
学
び
続
け
、
未
来
を
創

造
す
る
児
童
の
育
成
」
で
あ
り
、「
生
き
が
い
を
も
っ

て
、
有
意
義
に
人
生
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
を

育
て
て
い
く
こ
と
」
で
す
。

キ学

町のキャリア教育について詳しくは町教育ポータルサイトをご覧ください。　棚倉町教育ポータルサイト　検索
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保健福祉センターだより

新型コロナワクチン追加接種（３回目接種）について
【２回目接種を終了されている方へ】
○�２回目の接種終了後６ヵ月を経過した方へ順次接種券を送付しています。接種を希望する方は、
通知内容をよく確認の上、指定された日時、会場で接種してください。
○�ワクチンの供給状況により、ファイザー社製か武田/モデルナ社製のワクチンが割り当てられて
います。どちらのワクチンも安全性と効果に相違はありませんので、スムーズな接種にご協力を
お願いします。

●�ワクチンについてのお問い合わせや追加接種を希望しない・指定日時を変更したい・キャン
セルしたい場合等は、必ず、下記まで連絡をお願いします。

　棚倉町新型コロナワクチン相談専用ダイヤル　　☎０１２０－５６７－５４２

※今後、国の方針やワクチン供給状況により変更となる場合があります。

乳幼児健康診査
区　　分 対　象　児 実施日 受付時間 持　ち　物

３ ～ ４ カ 月 児
健 康 診 査

令和３年11月９日
～令和４年1月15日生

４月７日㈭
午後１時～１時30分 母子健康手帳、

問診票、
バスタオル９ ～ 11カ 月 児

健　 康　 診　 査
令和３年５月１日

～６月30日生
午後１時30分～２時

　 　　 令和４年度「住民定期健康診査」申込受付中 　 　　
　令和4年度の住民健診（健康診査・がん検診）の申込票を各世帯へ郵送しました。
　令和５年３月31日時点の年齢が19歳以上で健診を受診される方は、申込票に必要事項を記入の
上、必ず提出してください。

申込方法　同封の返信用封筒で返信または保健福祉センターへ直接持参してください。
申込期限　�３月14日㈪　※郵送の場合は必着

人間ドックや職場などで健診を受けている方は、健診結果を提出することで町の特定健診を受診
したものとみなされます。令和３年度分の結果は３月31日㈭までに提出してください。

40～ 74歳の国保加入者で人間ドックや職場などで健診を受ける方へ

こころの健康相談会を開催します
　様々な心の悩みでお困りの方やご家族の方を対
象に、公認心理師による「こころの健康相談会」
を開催します。相談は無料で、秘密は厳守します。

日　　程　３月10日㈭
場　　所　保健福祉センター
申込方法　�予約制（１日３件）となりますので、

電話または窓口でお申し込みください。

申込期限　３月８日㈫
そ の 他　�家庭訪問での相談も可能ですので、申

込時にお伝えください。

「平成25年妊産婦に関する調査」
の追跡調査について

　福島県立医科大学では、県からの委託を受け、
県民健康調査の一環として「妊産婦に関する調
査」を行っています。今回は下記の方が対象と
なりますのでご協力をお願いします。

対 象 者　�平成25年度妊産婦に関する調査に
ご回答いただいた方

　　　　　※�対象の方には調査票を送付してい
ますので、同封のハガキまたはオ
ンラインでの回答をお願いします。

■お問い合わせ
　妊産婦調査専用ダイヤル
　☎024－549－5180
　　（平日９時～ 17時）

３月は自殺対策強化月間です
■こころの健康相談統一ダイヤル　　 　
　☎0570－064－556（有料）
■よりそいホットライン（24時間対応）　
　☎0120－249－338（無料）FAX 03－3868－3811

風しん抗体検査・予防接種の無料クーポン券期限延長について
　これまでに風しんの予防接種を受ける機会がなく、抗体を持つ割合が低い世代の男性に対して
行っていた風しんの追加対策（抗体検査・予防接種）が３年間延長されます。町が送付した、無
料クーポン券の取り扱いは次のとおりとなります。

　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性で抗体検査未受診の方
　令和４年４月末まで　⇒　現在お持ちのクーポン（昨年度２月に送付、有効期限2022年２月と記載のもの）
　令和４年５月以降　　⇒　４月中に送付する新しいクーポン券

小児（５歳以上11歳以下）のワクチン接種について
　ファイザー社製のワクチンが特例承認されたことから、小児の希望者に対して接種を進めていき
ます。対象者への希望調査において、「希望する」または「検討中」と回答があった方へ接種券を
送付しますので内容をよく確認してください。
○対　　 象 　　者　５歳以上11歳以下の方　
○接種の間隔・回数　３週間の間隔をおいて、２回接種
○使用するワクチン　ファイザー社製　５～ 11歳用
　※12歳以上向けのワクチンとは用法・用量が異なる製剤のワクチンです。
　※接種時期は、日程が決まり次第ご案内します。
　※�接種する際は保護者の同意が必要となりますが、発症予防等期待できる効果や副反応等心配と
思うことなどを考慮いただき、接種を受ける本人(お子さま)とも相談の上、ご判断ください。

【交互接種（１・２回目とは異なるワクチン使用）について】
　１・２回目の接種において、ファイザー社製、武田/モデルナ社製のワクチンを接種した場合、
追加接種（３回目接種）でファイザー社製、武田/モデルナ社製のワクチンのいずれを接種して
も十分な安全性と効果が確認されています。

※�指定日時での接種ができない方は集団接種をご案内します。集団接種の日時等は別途お知らせします。
※会場の混雑を避けるため、指定時間の厳守にご協力ください。
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引っ越し引っ越し のの手続き手続き ををお忘れなく！お忘れなく！

町外への引っ越しの場合

転 　 出 　 届

・住民課住民係の「①窓口」で転出の届出をしてください。
・�世帯全員が転出される場合は、防災行政用無線の戸別受信機
を住民課消防環境係へ返却してください。

○届出期間　引っ越しをする日の14日前から引っ越し後14日以内

町内で住所を変更する場合

転 居 届
・住民課住民係の「①窓口」で転居の届出をしてください。
○届出期間　引っ越しをした日から14日以内

○届出に必要なもの　本人確認書類
※１点で確認できるもの…マイナンバーカード、運転免許証、パスポート
※２点で確認できるもの…下記のA+AまたはA+B
A：健康保険証、年金手帳、年金証書　等
B：診察券、学生証、預金通帳、キャッシュカード　等

手　続　き 届出の場所 転出の場合 転居の場合

印 鑑 登 録

住民課　住民係
☎３３－２１１６

役場1階
【①の窓口】

印鑑登録証を返却し、新
住所地で新たに登録して
ください。

手続きは必要ありません。

マイナンバーカード
住 基 カ ー ド

届出の際に提出してくだ
さい。なお、新住所地で
も引き続き使用できます
ので、転出先の市町村で
も提出してください。

カードの住所を新しい住
所に更新しますので、手
続きの際に提出してくだ
さい。（マイナンバーカー
ドの場合、カード作成時
に設定した暗証番号が必
要です。）

小 ・ 中 学 校
子ども教育課
教育総務係
子ども係

☎３３－７８８１

役場1階
【⑦の窓口】

転学届を提出し、学校か
ら在学証明書および教科
書給与証明書等を受け取
り、転出先の教育委員会
で入学の手続きをしてく
ださい。

通学している学校に住所
変更を申し出てください。

幼 稚 園 在園中の幼稚園に退園届
を提出してください。

子ども教育課子ども係に
住所変更を申し出てくだ
さい。

水 道

上下水道課
☎３３－２１１９

役場1階
【⑥の窓口】

・�水道使用停止の手続きをしてください。希望日に停
水します（平日のみ）。

・�停水日までの料金は、納付書または口座振替で精算
します。

・�転居の場合は、転居先の水道使用開始の手続きをし
てください。

マイナンバーカードでマイナポイントマイナンバーカードでマイナポイント　～第２弾が始まりました～　～第２弾が始まりました～

マイナポイントの対象者は？
　『マイナンバーカードをすでに取得している方とこれから新規に取得する方』で、『買い物の際に
キャッシュレス決済サービス（スマホ決済・電子マネー・クレジットカードなど）を利用している方』
が対象です。
　また、マイナポイントを受け取るにはマイナンバーカードを使って申し込みをする必要があります。

最大２０，０００円分のマイナポイントがもらえる！最大２０，０００円分のマイナポイントがもらえる！

Ａ選んだキャッシュ
レス決済サービス
でお買い物または
チャージすると最大
5,000円分のポイント

Ｂマイナンバーカード
を健康保険証として
利用申込すると7,500
円分のポイント

Ｃマイナンバーカード
へ公金受取口座の登
録をすると7,500円分
のポイント

選んだキャッシュレ
ス決済サービスで利
用できるポイントが
最大20,000円分も
らえる！

Ａ　マイナンバーカードをお持ちで、第１弾でポイントを受け取っていない方も対象となります。
　　※第１弾ですでにポイントを受け取った方は対象外となります。
Ｂ　�すでに保険証利用申込をしている方も対象となります。ポイントの付与は令和４年６月頃にな

る予定です。詳細は分かり次第お知らせします。
Ｃ　�ポイントの付与は令和４年６月頃になる予定です。登録方法など詳細は分かり次第お知らせし

ます。

詳しくはマイナポイント事業ホームページをご確認ください。
　マイナポイント　　検索
■お問い合わせ　住民課　住民係　☎33－2116 マイナポイント

ホームページ

農業者の皆様へ 令和４年産  米の作付けを支援します！

　町では、令和４年産の水稲作付を行う農業者を対象に、水稲種子購入等助成金を交付します。
○対象者　(すべての要件を満たす方)
　・棚倉町内に住所を有すること
　・令和４年度水稲生産実施計画書兼営農計画書を提出すること
　・令和４年産水稲を作付けすること
○対象作物
　主食用米・飼料用米・WCS用稲・加工用米・備蓄用米　等
○交付対象額
　令和４年度の営農計画書の水稲作付面積10ａあたり525円
○提出書類
　・令和４年度水稲生産実施計画書兼営農計画書
　・申請書および実績報告書兼請求書
　・通帳の写し等の口座番号がわかるもの
　※申請書等は３月中旬に送付予定の営農計画書に同封します。
○受付期限
　令和４年６月30日㈭まで
■お問い合わせ　産業振興課　農林係　☎33－2113
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棚
倉
町
重
度
心
身
障
が
い
児
扶
養

手
当
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
重
度
心
身
障
が
い
児
の
健

全
な
育
成
、
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、

５
月
の
福
祉
月
間
中
に
重
度
心
身
障
が

い
児
を
扶
養
し
て
い
る
方
へ
手
当
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
事
前

に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
追

加
受
付
期
間
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
対
象
（
受
給
資
格
等
）

　

�

重
度
心
身
障
が
い
児
（
年
齢
が
１
歳

以
上
20
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

２
級
以
上
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
程

度
）
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

〇
手
当
の
額

　

�

重
度
心
身
障
が
い
児
1
人
に
つ
き

　
年
額
２
万
円

〇
申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

・
印
鑑

・
保
護
者
名
義
の
通
帳

〇
受
付
期
間

　
４
月
４
日
㈪
～
15
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

�

（
平
日
の
み
）

※�

申
請
方
法
、
条
件
の
詳
細
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
33

－
２
１
１
７

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

�

（
３
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪
）

「
お
う
ち
時
間 

家
族
で
点
検 

火
の
始
末
」

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
き
や
す

い
季
節
で
す
。
お
出
か
け
前
、
就
寝
前

に
は
火
の
元
を
確
認
し
、
火
災
を
出
さ

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

住
宅
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

野
火
・
林
野
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
野
火
・
林
野
火
災
は
、
例
年
春
先
に

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
空
気
の
乾
燥

に
加
え
、
枯
れ
葉
・
枯
れ
草
が
多
い
た

め
、
不
用
意
な
た
き
火
・
野
焼
き
、
た

ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
り
扱
い
に
十

分
に
注
意
し
て
、
火
災
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
消
防
署

　
☎
33

－

４
５
２
２

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６

夜
間
の
救
急
は
＃
７
７
９
９
に
ま
ず
相
談

　
夜
間
に
急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
際

に
、
応
急
手
当
の
方
法
や
救
急
車
要
請

の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
助

言
を
受
け
ら
れ
る
夜
間
救
急
電
話
相
談

窓
口
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

〇
受
付
時
間　
毎
日
午
後
７
時
か
ら
午
前
８
時

〇
対
象
地
域　
県
内
全
域

〇
電
話
番
号

・
県
内
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、
携
帯
電
話
か
ら

　
☎
＃
７
７
９
９

・
ひ
か
り
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
か
ら

　
☎
０
２
４

－

５
２
４

－

３
０
２
０

※�

緊
急
性
が
高
い
症
状
と
判
断
し
た
場

合
は
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
消
防
署

　
☎
33

－

４
５
２
２

　
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
ー
は
業
務
用

冷
凍
庫
や
農
業
用
乾
燥
機
な
ど
の
モ
ー

タ
ー
を
補
助
す
る
機
械
で
、
建
物
の
壁

や
配
電
盤
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
低

圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の
中
に
は
Ｐ
Ｃ

Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
が
含
ま

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
人
体
に
有
害

で
あ
る
た
め
、
処
分
期
限
内
に
適
切
に

処
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昭
和
52
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
工

場
、
商
店
、
農
業
用
施
設
に
設
置
し
て

あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
施
設
を
管
理
さ
れ
て
い
る
方
は
再

度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
処
分
期
限

　
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の
重
さ
が

　
３
㎏
以
上　
令
和
４
年
３
月
31
日

　
３
㎏
未
満　
令
和
５
年
３
月
31
日

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
産
業
廃
棄
物
課　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
担
当

　
☎
０
２
４

－

５
２
１

－

７
２
６
４

山
菜（
こ
し
あ
ぶ
ら
）・
野
生
き
の
こ

の
摂
取・
出
荷
制
限
に
つ
い
て

　
現
在
、
町
内
で
採
取
さ
れ
た
「
こ
し

あ
ぶ
ら
」
の
出
荷
、「
野
生
き
の
こ
」

の
出
荷
お
よ
び
摂
取
が
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。
加
工
用
の
原
材
料
と
し
て
出
荷

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
や
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
食
品
の
出
荷
制
限
な
ど
に
つ
い
て

確
認
で
き
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
福
島
県 

山
菜
類 

出
荷
制
限　
検
索

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
県
南
農
林
事
務
所 

林
業
課

　
☎
33

－

２
１
２
３

　
産
業
振
興
課　
農
林
係

　
☎
33

－

２
１
１
３

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
使
用
し
た
低
圧
進
相
コ
ン

デ
ン
サ
ー
の
処
分
期
限
に
つ
い
て

�インフォメーションインフォメーション

お　
知　
ら　
せ

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

　
今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、３
月
18
日
㈮

で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
創
生
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33

－

２
１
１
２

今
月
の
納
入

〇
上
下
水
道
料
金������

３
月
例
月
分

　
納
期
限
は
３
月
31
日
㈭
で
す
。

　
金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
上
水
道
係

　
☎
33

－

２
１
１
９

確
定
申
告
・
納
付
期
限
の
お
知
ら
せ

〇�

令
和
３
年
分
所
得
税
等
の
申
告
・

　
納
付
期
限

・
所
得
税・復
興
特
別
所
得
税・贈
与
税

　
３
月
15
日
㈫

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税・地
方
消
費
税

　
３
月
31
日
㈭

〇
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
の
振
替
日

・
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税

　
４
月
21
日
㈭

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税・地
方
消
費
税

　
４
月
26
日
㈫

■
お
問
い
合
わ
せ

　
白
河
税
務
署

　
☎
０
２
４
８

－

22

－

７
１
１
１

　
【
音
声
案
内
で
（
２
番
）
を
選
択
】

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
実
施

し
ま
す

〇
縦
覧
期
間　
４
月
１
日
㈮
～

�

５
月
31
日
㈫

〇
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
15
分（
平
日
の
み
）

〇
縦
覧
場
所　
税
務
課
固
定
資
産
係

　
　
　
　
　
　
（
役
場
１
階
⑤
窓
口
）

〇
そ
の
他

　

�

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
文
書

に
よ
る
審
査
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
固
定
資
産
係

　
☎
33

－

２
１
１
８

就
学
援
助
費
制
度
に
つ
い
て

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
学
用
品

費
、
学
校
給
食
費
等
の
援
助
を
行
う
制

度
で
す
。

〇
対
象
者

　

�

町
内
の
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
で
あ
り
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

・�

要
保
護
…
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

・�

準
要
保
護（
※
）…
生
活
保
護
を
受
け

て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

　

�（
※
）地
方
税
法
第
２
９
５
条
第
１
項

に
基
づ
き
、
町
県
民
税
が
非
課
税
、

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
等
、

世
帯
全
員
の
前
年
中
の
合
計
所
得
金

額
が
基
準
金
額
以
下
の
世
帯
等（
基
準

金
額
は
、
家
族
構
成
や
年
齢
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。）

〇
申
請
方
法
等

　
申
請
手
続
き
は
通
学
し
て
い
る
学
校

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申
請
後
、
教
育

委
員
会
が
審
査
を
行
い
、
認
定
し
ま

す
。

　
た
だ
し
、
虚
偽
の
申
請
を
し
た
場
合

は
認
定
を
取
り
消
し
、
直
ち
に
援
助
費

を
返
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
教
育
課　
☎
33

－

７
８
８
１

　
棚
倉
小
学
校　
☎
33

－

３
１
４
４

　
社
川
小
学
校　
☎
33

－

３
３
５
１

　
高
野
小
学
校　
☎
35

－

２
０
０
５

　
近
津
小
学
校　
☎
33

－

２
１
５
４

　
棚
倉
中
学
校　
☎
33

－

３
１
７
６

〇
利
用
登
録
が
で
き
る
方

・‌�

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許
証
を

　

�

持
っ
て
い
な
い
方
（
免
許
取
り
消
し

者
を
除
く
。）

・�

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
な
い

方
（
自
分
で
バ
ス
の
乗
り
降
り
が
で

き
る
方
に
限
る
。）

・�

修
明
高
校
に
通
学
す
る
方
で
、
棚
倉

中
学
校
在
学
時
に
定
期
券
購
入
費
補

助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
た
方

〇
利
用
登
録
方
法

　

�
子
ど
も
教
育
課
に
備
え
付
け
て
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
結

果
、
利
用
が
認
め
ら
れ
た
方
に
「
乗

車
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

〇
利
用
で
き
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
午
前
７
時
台
の
各
小
・
中
学
校
登
校
便

〇
利
用
料
金　
無
料

〇
受
付
期
限　
３
月
18
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
教
育
課　
教
育
総
務
係

　
☎
33

－

７
８
８
１

児
童
・
生
徒
以
外
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
利
用
に
つ
い
て（
事
前
登
録
制
）

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

１月の棚倉町の
交通事故発生状況

人
身
事
故

３　
件

死
者
数

０　
人

傷
者
数

４　
人

物
件
事
故

36　
件

　
歩
行
者
が
重
傷
を
負
う
交
通
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
運
転
者
・
歩
行
者

と
も
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33

－

０
１
１
０

学 校 名 受付時間 開始時間
棚倉小学校
(☎33-3144) 午前９時～　　

９時20分

午前９時50分

社川小学校
(☎33-3351)

午前10時
近津小学校
(☎33-2154)

午前９時10分～
９時30分

棚倉中学校
(☎33-3176)

午後0時20分～
１時 午後１時30分

園　　名 受付時間 開始時間
棚倉幼稚園
（☎33-2352）

午前９時15分
～

９時30分
午前10時社川幼稚園

(☎33-7060)

近津幼稚園
(☎33-2755)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 入学式・入園式のお知らせ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 小・中学校 　４月６日㈬  幼　稚　園 　４月８日㈮
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募　
　
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

〇
募
集
住
宅

　
愛
宕
平
団
地
２
号
棟

　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸
（
４
階
）

　
（
平
成
10
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　
　
関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

　
※
駐
車
場
１
台
分
有（
料
金
は
別
途
）

　
西
中
居
団
地

　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸
（
３
階
）

　
（
平
成
３
年
建
築　
中
層
耐
火
３
階
建
）

　
　
棚
倉
字
西
中
居
22
番
地
３

　
※
駐
車
場
１
台
分
有（
料
金
は
別
途
）

〇
申
込
期
限

　
３
月
14
日
㈪

　
午
後
５
時
ま
で
【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期

　
４
月
１
日
㈮

〇
そ
の
他

・�

住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
整
備
課　
都
市
計
画
係　

　
☎
33

－

２
１
１
４

棚
倉
町
勤
労
者
互
助
会
の

�

会
員
募
集
中
で
す

　
勤
労
者
互
助
会
と
は
、
労
働
組
合
の

な
い
事
業
所
や
自
営
業
者
の
福
利
厚
生

の
充
実
を
図
る
た
め
の
組
織
で
、
会
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
加
入
要
件

　

�

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
主
お

よ
び
従
業
員
の
方
。

〇
会
費
等
（
１
人
あ
た
り
）

　
入
会
金　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
入
会
時
の
み
）

　
会　
費　
毎
月
６
０
０
円

　
　
　
　
　
（�

共
済
掛
金
５
０
０
円
と

互
助
会
費
１
０
０
円
）

〇
共
済
金
の
給
付
内
容

　

�

お
祝
い
金　

会
員
の
成
人
、
結
婚
、

還
暦
、
子
の
出
生
、
小
・
中
学
校
の

入
学
な
ど

　

�

お
見
舞
い
金　
会
員
ま
た
は
家
族
の

死
亡
、
会
員
の
障
が
い
・
傷
病
休

業
、
住
宅
災
害
な
ど

〇
福
利
厚
生
事
業

　

�

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
勤
労
者
互
助
会
事
務
局

　
（
産
業
振
興
課
内
）

　
☎
33

－

２
１
１
３

ご　
案　
内

３
月
の
心
配
ご
と
相
談

民
生
委
員

〇
開
催
日　
３
月
14
日
㈪

〇
時　
間　
午
前
９
時
～
正
午

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日　
３
月
17
日
㈭

〇
時　
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
33

－

２
６
２
３

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

金
婚
夫
婦
表
彰

　
昭
和
47
年
に
結
婚
さ
れ
、
令
和
４
年

度
に
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る
夫
婦
が
該
当

し
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
以
前
に
手
続
き
し
な

か
っ
た
方
も
該
当
に
な
り
ま
す
。

〇
申
込
期
間

　
４
月
15
日
㈮
～
７
月
４
日
㈪

※�

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
中

　
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
花
の
植
え
付
け

や
単
位
会
ご
と
の
旅
行
、
女
性
部
は
レ

ク
ダ
ン
ス
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り

の
各
単
位
会
長
へ
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
33

－

２
６
２
３

令
和
５
年
度
歌
会
始
の
お
題
は

「
友
」
で
す

　
宮
内
庁
で
は
、
令
和
５
年
度
の
歌
会

始
の
短
歌
を
詠
進
（
募
集
）
し
て
い
ま

す
。

〇
詠
進
歌
の
お
題　
「
友
」

　
（�

友
の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ

ば
、「
友
人
」
な
ど
の
熟
語
に
し
て

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。）

〇
詠
進
期
限　
９
月
30
日
㈮

〇
詠
進
の
方
法　

　

�

詠
進
歌
と
必
要
事
項
を
書
い
た
半
紙

を
封
書
に
て
左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　
『
〒
１
０
０

－

８
１
１
１  

宮
内
庁
』

※�

詠
進
要
領
等
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
歌
会
始　
詠
進
要
領　
検
索

■
お
問
い
合
わ
せ

　
宮
内
庁
式
部
職
儀
式
第
２
係

　
☎
03

－
３
２
１
３

－

１
１
１
１

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

○
試
験
日

⑴
総
合
職
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

　
第
１
次
試
験
日　
４
月
24
日
㈰

⑵
国
税
専
門
官
（
大
卒
程
度
）

　
第
１
次
試
験
日　
６
月
５
日
㈰

⑶
一
般
職
（
大
卒
程
度
）

　
第
１
次
試
験
日　
６
月
12
日
㈰

⑷
一
般
職
（
高
卒
程
度
）

　
第
１
次
試
験
日　
９
月
４
日
㈰

○
申
込
期
間

・
⑴
～
⑶
の
試
験　

　
３
月
18
日
㈮
～
４
月
４
日
㈪

・
⑷
の
試
験

　
６
月
20
日
㈪
～
６
月
29
日
㈬

○
申
込
方
法

　

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

　

�

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
国
家
公
務
員
試
験　

 

検
索

■
⑴
、⑶
、⑷
の
試
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
人
事
院
東
北
事
務
局
第
２
課
試
験
係

　
☎
０
２
２

－
２
２
１

－

２
０
２
２

■
⑵
の
試
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
２
課
試
験
研
修
係

　
☎
０
２
２

－

２
６
３

－

１
１
１
１

事
務
所
等
移
転
の
お
知
ら
せ

白
河
労
働
基
準
監
督
署

○
移
転
先　
白
河
市
郭
内
１
番
地
１
３
６

　
　
　
　
　
白
河
小
峰
城
合
同
庁
舎
５
階

　
※�

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
移
転

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
白
河
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
２
４
８

－

24

－

１
３
９
１

棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
移
転
先　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

�

（
３
月
１
日
よ
り
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人
棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
33

－

７
８
３
２

棚
倉
町
土
地
改
良
区

○
移
転
先　
総
合
体
育
館
事
務
室
内

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
土
地
改
良
区

　
☎
33

－

４
２
０
９

４
月  

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
情
報

おはなしルーム
〇
日　
時

　
４
月
８
日
㈮　
午
前
11
時
～

〇
対　
象　
ど
な
た
で
も

〇
内　
容　
～
春
の
お
話
～

　
　
　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日　
時

　
４
月
12
日
㈫　
午
前
10
時
～

〇
対　
象

　
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内　
容　
は
じ
め
ま
し
て

　
　
　
　
　
（
こ
い
の
ぼ
り
作
り
）

〇
そ
の
他

　
21
日
㈭
は
プ
チ
す
く
す
く

おひさまくらぶ
〇
日　
時

　
４
月
27
日
㈬　
午
前
10
時
～

　
（
受
付
は
９
時
45
分
～
）

〇
対　
象

　
未
就
園
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内　
容

　
登
録
会
・
工
作

〇
そ
の
他

　

�

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、

　
登
録
料
４
０
０
円
が
必
要
で
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
☎
57

－

５
３
１
０

シルバー人材センター

【保健福祉センター案内図】

相談室

社会福祉
協議会健康

相談室

カ
ウ
ン
タ
ー

ロビー

ホール

訓練室

玄　　関
（南側入口）
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掲載した写真は差し上げます。

身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33－2112

▲ 将来の自分と向き合う 
　棚倉中学校の第43回立志式が行われました。
立志式は日本の伝統的儀式である「元服の儀」
に由来するもので、中学２年生108人に立志証
書が渡され、自分の将来の目標達成に向け一歩
を踏み出しました。

月１
日21

▲ 華やかに磐城棚倉駅を照らす
　夜の磐城棚倉駅を華やかに彩るイルミネーショ
ンの点灯式が行われました。イルミネーションは
磐城棚倉駅前を明るくし、賑わいを創出するため、
棚倉町商工会が設置したもので、３月31日㈭まで
の期間、毎日午後５時～10時まで点灯しています。

月２
日１

▲ 金色有功章を伝達
　献血回数100回を達成し、献血事業の推進に貢
献されたとして、遠藤茂一さん（後寺）に日本赤
十字社から「金色有功章」が贈呈されました。遠
藤さんは40年以上献血に協力しておられ、平成
30年度には「銀色有功章」を受章しています。

月２
日８

■�棚倉町文化センター（倉美館）
　開館時間　午前９時～午後５時
　（毎週月曜日、祝日は休館日。月曜日が祝日のときは火曜日が休館日です。）

　倉美館運営協会は、クラシック・ポップス・演歌などの音楽コンサートや、舞台演劇、ミュー
ジカル、歌舞伎、落語、お笑いステージ、映画上映など様々なジャンルの公演を行っています。
　現在、新規会員を募集しています。音楽が好きな方、演劇や芸能に興味のある方、協会会員と
して一緒に活動してみませんか？学生や町外の方も大歓迎です。
　入会費や年会費は無料ですが、公演の際にスタッフとしてお手伝いいただく場合はボランティ
ア（無償）での活動となります。
　入会をご希望の方は、下記までご連絡ください。

■お問い合わせ・お申し込み
　倉美館運営協会事務局（棚倉町文化センター内生涯学習課文化センター係）

　☎ 33－9610　 FAX 33－9611
　mail：syougaigakusyuu@town.tanagura.fukushima.jp

～♪あなたも倉美館事業の運営に参加してみませんか♪～

「倉美館運営協会 会員募集中!!」

■お問い合わせ・お申し込み
　生涯学習課　生涯学習係（棚倉町文化センター内）
　☎33－0111　FAX33－9611
　mail：syougaigakusyuu@town.tanagura.fukushima.jp

　仲間と一緒にいろいろな活動・体験を通して交流を図り、生きがいのある生活を送りませんか？累
積単位数に応じて「生

しょう
涯
がい
楽
がく
士
し
」の称号を授与します。

〇開講日時　令和４年５月～令和５年２月　午前９時30分 ～ 11時30分

〇会　　場　棚倉町立図書館
〇講座予定　演歌講座（５月～２月　月１回）
　　　　　　俳句講座（５月～２月　月１回）　
　　　　　　健康麻雀講座（５月～９月　月２回/全10回）
　　　　　　教養講座（年６回程度）
　　　　　　　〔内容例〕
　　　　　　　・町内研修（文化財めぐり）
　　　　　　　・民謡を楽しむ
　　　　　　　・ｅスポーツをやってみよう！！
　　　　　　　・歴史講座
〇対　　象　18歳以上の町内在住者または勤務者

〇申込方法　３月25日３月25日㈮㈮までに、生涯学習係窓口、電話、ＦＡＸでお申し込みください。

生涯学習単位制講座「修道館大楽」受講生募集!!

▲ 健幸に長生きするために
　町文化センターを会場に棚倉町健康づくり講
演会が開催されました。筑波大学の久野譜也教
授による「人生100年時代～健幸に過ごすため
の秘訣とは」と題した講演があり、参加者は健
康への理解を深めました。

月１
日27

▲ 国重要無形民俗文化財「御田植」
　毎年旧暦の１月６日に行われる伝統行事、八
槻都々古別神社の御田植祭が行われました。楽
人たちによって、神楽が奉納された後、稲作の
作業過程がユーモアあふれる掛け声や擬音とと
もに演じられ、豊作を祈願しました。

月２
日６

▲ いじめ・自殺防止の作文が最優秀賞
　NPO法人「再チャレンジ東京」いじめ・自殺防
止国民運動本部が主催する第９回いじめ・自殺防
止コンクール作文部門において、棚倉中学校３年
原学志さんの作品「このままでいい」が最優秀賞
を受賞しました。作文部門には全国から116作品
の応募がありました。

月２
日15
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◆
氏　
　
名
…
小
国　
千
紘
さ
ん

◆
住　
　
所
…
丸
内

◆
職　
　
業
…
主
婦

◆
趣　
　
味
…
食
べ
歩
き

　

こ
の
度
、
五
十
嵐
比
呂

子
さ
ん
よ
り
バ
ト
ン
を
受

け
取
り
ま
し
た
小
国
千
紘

と
申
し
ま
す
。

　

結
婚
を
機
に
主
人
の
故

郷
で
あ
る
棚
倉
町
に
移
住

し
、
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

今
は
主
人
と
２
人
の
娘
と

４
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
す
っ
か
り
こ
ち

ら
の
生
活
に
慣
れ
ま
し
た

が
、
引
っ
越
し
た
ば
か
り

の
頃
は
10
年
以
上
乗
っ
て

い
な
か
っ
た
車
の
運
転
や
、

初
め
て
の
出
産
・
育
児
で

不
安
に
思
う
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
助
産
師
さ

町民リレー 258

ん
に
訪
問
し
て
い
た
だ
い

た
際
に
、
１
歳
ま
で
の
子

育
て
サ
ロ
ン
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
子
育
て
に
対

す
る
同
じ
悩
み
を
持
つ
人

や
助
産
師
さ
ん
と
話
を
す

る
こ
と
で
、
一
人
じ
ゃ
な

い
ん
だ
と
、
と
て
も
安
心

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

娘
も
１
歳
に
な
り
、
子

育
て
サ
ロ
ン
卒
業
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、「
お
ひ
さ

ま
く
ら
ぶ
」
と
い
う
育
児

サ
ー
ク
ル
が
あ
る
と
、
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
で
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
娘
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
私
も

こ
の
町
で
お
友
達
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
思
い
、
少

し
緊
張
し
な
が
ら
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
み
る
と
、
月

に
１
度
、
工
作
や
運
動
会

な
ど
の
様
々
な
企
画
が
あ

り
、
子
ど
も
と
と
も
に
私

も
楽
し
め
ま
し
た
。
毎
月

の
活
動
の
中
で
、
娘
も

す
っ
か
り
慣
れ
た
よ
う
で
、

子
ど
も
同
士
で
遊
ぶ
よ
う

に
な
り
、
私
も
子
ど
も
の

こ
と
や
家
庭
の
こ
と
な
ど
、

他
愛
の
な
い
会
話
が
で
き

て
気
分
転
換
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
は
次
女
を
出
産
し
、

慌
た
だ
し
い
毎
日
で
す
が
、

長
女
が
次
女
の
お
世
話
を

し
て
く
れ
る
の
を
見
て
い

る
と
微
笑
ま
し
く
感
じ
る

と
と
も
に
子
ど
も
の
成
長

を
感
じ
ま
す
。
早
く
コ
ロ

ナ
が
収
束
し
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
環

境
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。次

回
紹
介
者

次
回
紹
介
者

お
名
前　
高
田　
雅
士
さ
ん

住　
所　
仁
公
儀

両親の名 出生児 住　所
佐々木光大・由　美 梨　亜（り　あ）下手沢
近内　亮太・利　歩 汰　地（たいち）水白田
生田目徳彦・晴　子 真　歩（ま　ほ）逆 川
近藤　　聡・　愛　 　颯　（はやて）日向前
木　圭一・裕美子 昴　晴（こうせい）中居野
藤田　和輝・美　里 叶　空（と　あ）西中居

おめでたおめでた（１月中の届け出）

みんなのひろば

人の動き　令和４年２月１日現在
人口  13,473人（－17人）　世帯数  5,095世帯（－４世帯）　男性  6,657人（－10人）　女性  6,816人（－７人）

おくやみ（１月中の届け出）

　編集後記
　今回の特集では高野幼稚園に取材に伺いました。高野幼稚園のみんなは元気いっぱいで、写真を撮り終えてから、
いつも遊んでいる場所を教えてくれたり、自慢の体の柔らかさを披露してくれたりと本当に楽しい撮影でした。４月
からは棚倉幼稚園で元気いっぱいの姿を見るのがとても楽しみです。最後に、カメラの「おじさん」ではなく「おに
いさん」と言ってくれたのがとても嬉しかったです。　（石井）　　

和田イエ子さん
（関　口）

昭和９年２月７日生

山路ヨウ子さん
（丸　内）

昭和９年２月３日生

野口　光子さん
（上　台）

昭和９年２月13日生

金澤美代子さん
（丸　内）

昭和９年２月２日生

松本アサ子さん
（下手沢）

昭和９年２月10日生

修 明 高 校 通 信修 明 高 校 通 信 -Vol.4-

認知症サポーター養成講座
　1月21日～ 26日、１学年の現代社会・家庭基礎の授業で、棚倉町健康福祉課・棚倉町地域包括支援セ
ンターのご協力により、町内介護事業所の方を講師にお招きして、
認知症サポーター養成講座を実施しました。
　はじめに、棚倉町の高齢化の現状や認知症の症状の特徴について
講義を受けました。次に、『買い物の場面で～お財布が探せず支払い
がうまくできないおばあさん』という寸劇を通して、認知症の人が
困っている場面での対応の仕方について考えました。最後に、認知
症サポーター養成講座修了の証として「オレンジリング」を交付し
ていただきました。
　講座を受けた生徒たちからは、「自分の祖父母が困っているときは、
“３つの「ない」（驚かせない、急がせない、自尊心を傷つけない）”
を大切に、接していきたい」や、「介護をしている家族のサポートも
していきたい」などという感想が聞かれました。
　この講座を通して、高齢者への理解が深まるとともに、高齢者に携
わるさまざまな仕事について知ることができました。

髙橋ナミオさん
（八　槻）

昭和９年２月５日生

須藤　正子さん
（広　畑）

昭和９年２月18日生

梶　　傳さん
（　流　）

昭和９年２月５日生

乾　　ツヤさん
（関　口）

昭和９年２月17日生

内野　ヨネさん
（　流　）

昭和９年２月23日生

塩田　　實さん
（福　井）

昭和９年２月25日生

亡くなった方 年齢 住　所 亡くなった方 年齢 住　所
金子　恒雄 72 北山本 大塚　新二 83 板　橋
木　道子 90 花　園 福田　政弘 85 関　口
梶　　重顯 77 流 𠮷田　友子 88 強　梨
木キミ子 96 関　口 木　弘一 85 山　際
武川　テヱ 96 宮　下 石井　英子 89 舘ケ丘
木　　實 89 関　口 秋山　　力 94 舘ケ丘
秋山　キミ 105 舘ケ丘 小山田ミツ   88 堤
原　　永幸 63 一　色 緑川　武夫 63 八　槻
吉田　勇人 56 強　梨 武藤　利定 73 小　爪
髙橋　文江 84 下　町 渡 ルリ子 81 水白田
須藤三喜男 61 玉　野 藤田　マサ 99 関　口
和田　忠三 86 南　町
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今
年
は
２
１
５
点
（
風
景
の
部
１
８
７
点
、
イ
ベ
ン
ト
の
部
28
点
）
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

全
日
本
写
真
連
盟
総
本
部
の
戸
井
田
楽
桜
理
事
を
審
査
員
長
に
９
名
の
審
査
員
に
よ

り
、
風
景
の
部
６
点
（
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点
、
入
選
３
点
）、
イ
ベ
ン
ト
の
部

６
点
（
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点
、
入
選
３
点
）、
特
別
賞
11
点
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。棚倉町観光フォトコンテスト2022を開催します

〇応募内容
　令和４年中に町内で撮影した写真に限ります。
〇部門
　・風景の部　・イベントの部
※�作品の受け付けは令和５年１月４日㈬～31日㈫
に行います。

※詳しくは観光協会ホームページをご確認ください。
　　棚倉町　フォトコン　　検索
■お問い合わせ
　棚倉町観光協会（地域創生課内）☎33－7886

　　　 入　選 　　　
◆風景の部
・虹色TANAGURA
　山内　壮介さん（棚倉町）
・巨木を彩る
　根本　晴夫さん（白河市）
・雫したたる秋色
　吉田　一也さん（千葉県野田市）

◆イベントの部
・病魔退散
　大高　芳典さん（茨城県大子町）
・小春日の祭事
　根本　芳雄さん（千葉県千葉市）
・届け交通安全の願い！
　遠藤　清作さん（いわき市）
　　　 特別賞 　　　
◆観光協会長賞
・秋深まる朝の山本不動尊
　吉田　絵理さん（千葉県野田市）
◆福島民報社賞
・楽しい水遊び
　柏舘　　健さん（いわき市）
◆福島民友新聞社賞
・不動尊の秋
　坂本　チヨさん（福島市）
◆夕刊たなぐら新聞社賞
・命の水
　荻野二三子さん（郡山市）
◆白報社賞
・お堀のかげ絵
　奥山　清蔵さん（福島市）
◆佳作
・春惜しむ
　鈴木　達也さん（白河市）
・鹿島ノ舞　抜刀
　つかさなごみさん（棚倉町）
・映った風景
　小野瀬清三さん（茨城県日立市）
・紅の参道
　歌川　敏美さん（福島市）
・お堀の彩
　柳下　久志さん（矢吹町）
・もみじ散る
　石津　節男さん（玉川村）

棚
倉
町
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

棚
倉
町
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
１
入
賞
作
品

２
０
２
１
入
賞
作
品

最優秀賞

　イベントの部　　イベントの部　 　　 風  景  の  部　風  景  の  部　

優 秀 賞

優 秀 賞

最優秀賞

優 秀 賞

優 秀 賞

棚倉町観光フォトコンテスト2021

審　査　結　果

「秋模様」
蛯名きくみさん
（棚倉町）

「亀ヶ城跡の秋」
坂本　禮三さん
（福島市）

「冬蛍」
矢作　武一さん
（古殿町）

「春の香り」
岩塚　昭広さん
（いわき市）

「宮川　夏のメロディー」
門林泰志郎さん（いわき市）

「祈り」
畠山　真一さん（棚倉町）



広
報

い
い
ね

棚
倉
町
Facebook 編

集
・
発
行
／
棚
倉
町
役
場
地
域
創
生
課
	　
　
    〒963－6192  福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野33番地	

　
U

RL http://w
w
w
.tow

n.tanagura.fukushim
a.jp/

令
和
４
年
３
月
１
日
発
行
　
　
	

　
　
    TEL 0247－

33－
2112　

FAX 0247－
33－

3715	
　

E-m
ail info@

tow
n.tanagura.fukushim

a.jp

みどりかわ　ゆき ちゃん
食べたらみがく！

さいとう　なつき ちゃん
毎日はみがき頑張って
ます。

よしだ　つむぎ ちゃん
プリキュアの歯ブラシ
で歯磨きしてるよ！

すずき　えみ ちゃん
毎日ハミガキがんばっ
てます。

●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。

11月の健診で撮影させていただいた皆さんです。１月号、２月号、３月号の３回で紹介します。

むむ しし 歯歯
のの なな いい 子子

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

いいだ　かいせい くん
ハミガキちょっぴりに
がて。でもがんばるぞ！

いしい　そら くん
糸ようじも使ってがん
ばっています！！

　２月３日は節分。今年も町内のあちこちから威勢よく「鬼は外、福は内」という声が聞こえました。
新型コロナウイルス感染症の影響で、鬼の絵に向かって豆に見立てたボールを投げるなど例年とは違う
形で行われる幼稚園もありましたが、心の鬼を退治するためにみんな元気よく豆まきをしていました。

～ 豆まき ～～ 豆まき ～

① 近　津　幼　稚　園① 近　津　幼　稚　園
② 高　野　幼　稚　園② 高　野　幼　稚　園
③ 社　川　幼　稚　園③ 社　川　幼　稚　園
④ 棚　倉　幼　稚　園④ 棚　倉　幼　稚　園
⑤ 山　本　不　動　尊⑤ 山　本　不　動　尊
⑥ 宇 　 迦 　 神 　 社 ⑥ 宇 　 迦 　 神 　 社 

① ① ②②

③ ③ ④ ④ ⑥ ⑥ 

⑤⑤


